
「
一
般
社
団
法
人
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
機
械
化
研
究

会
」（
Ａ
Ｗ
Ｊ
Ａ
、
代
表
理

事
＝
増
田
健
康
・
サ
ー
フ
ェ

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
長
）

が
、
今
年
4
月
1
日
付
で
設

立
さ
れ
た
。

法
人
と
し
て
、「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
機
械
化
技
術

及
び
今
後
開
発
さ
れ
る
各
種

技
術
等
を
活
用
し
た
施
工
法

（
以
下
、「
本
工
法
」）
に
よ

る
安
全
性
向
上
及
び
品
質
の

確
保
に
関
す
る
事
業
を
通
じ

て
、
本
工
法
の
普
及
並
び
に

有
効
活
用
に
寄
与
し
広
く
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
。
事
務
局
は
、
同

社
内
に
置
い
た
。

同
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る

と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

は
、
超
高
圧
水
ポ
ン
プ
で
1

5
0
〜
3
0
0
Ｍ
Ｐ
ａ
（
大

気
圧
の
約
3
0
0
倍
）
ま
で

加
圧
し
た
水
を
0
・
1
〜
3

㎜
ほ
ど
の
大
き
さ
の
ノ
ズ
ル

か
ら
吐
出
し
た
超
高
速
水
流

（
噴
流
）
の
こ
と
。

外
出
先
で
ス
マ
ホ
に
着
信

が
あ
っ
た
。
橋
梁
通
信
社
へ

の
電
話
の
転
送
だ
。
4
月
初

め
の
こ
と
。
覚
え
の
な
い
番

号
か
ら
だ
っ
た
。

所
用
で
出
ら
れ
な
い
で
い

た
ら
、
繰
り
返
し
着
電
は
3

回
に
及
ん
だ
。何
か
、緊
急
連

絡
か
な
？

そ
う
思
っ
て
折

り
返
し
架
電
す
る
と
、
人
な

つ
こ
い
声
が
返
っ
て
き
た
。

「
僕
、仲
辻
と
い
い
ま
す
。

溶
接
の
仕
事
が
欲
し
い
の

で
、
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
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機
械
化
研
究
会

一
般
社
団
法
人
と
し
て
新
発
足

安
全
	
高
品
質


施
工

普
及
�

取
材
会
話

覚
�




�
電
話
番
号
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橋梁通信に「仕事をください」?!

「フラフラ人生」から「溶接は天職」へ

合同会社びわ鉄工所代表社員 中辻光二さん

こ
の
高
圧
水
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
金
属
な
ど
の
施
工
対

象
に
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、

は
つ
り
処
理
（
ひ
び
割
れ
・

浮
き
な
ど
ぜ
い
弱
部
の
除

去
）
・
は
く
離
（
塗
装
な
ど

を
は
が
す
）
・
切
断
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
）
・
削
孔

（
小
径
の
孔
を
空
け
る
）
・

表
面
処
理
（
汚
れ
な
ど
の
除

去
）
―
の
5
機
能
を
発
揮
す

る
。

同
研
究
会
は
こ
れ
ま
で
、

任
意
団
体
と
し
て
技
術
開
発

報
告
会
な
ど
を
開
催
。

昨
年
6
月
に
は
、
同
社
の

織
田
一
浩
さ
ん
が
「
オ
ー
ト

チ
ッ
パ
ー
Ｍ
Ｏ
Ｂ
―
2
0

0
」（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
番

号
Ｋ
Ｔ
―
2
3
0
0
1
0
―

Ａ
、
写
真
左
＝
昨
年
10
月
の

デ
モ
で
撮
影
）
に
つ
い
て
報

告
。
自
走
す
る
こ
と
で
連
続

的
に
施
工
可
能
、
低
騒
音
・

低
振
動
、
撤
去
材
と
発
生
水

を
同
時
に
吸
収
・
回
収
、
作

業
に
伴
う
床
版
本
体
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
緩
和
、
は
つ
り
深
さ

を
調
整
可
能
―
と
い
っ
た
特

徴
を
説
明
し
た
。
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離
、切
断
、

削
孔
、表
面
処
理滋

賀
県
長
浜
市
の
合
同
会

社
び
わ
鉄
工
所
の
代
表
社

員
、
中
辻
光
二
と
名
乗
っ

た
。
た
ま
た
ま
見
た
橋
梁
通

信
社
の
イ
ン
ス
タ
で
、
電
話

番
号
を
知
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
新
聞
社

に
取
材
の
依
頼
な
ど
で
な

く
、
飛
び
込
み
で
仕
事
の
お

願
い
と
は
。
大
胆
な
電
話
に

驚
い
た
が
、
他
方
で
ど
ん
な

人
物
か
興
味
も
あ
っ
て
、
し

ば
ら
く
経
っ
た
頃
、
滋
賀
に

出
張
し
た
合
間
に
お
会
い
し

た
。滋

賀
生
ま
れ
、
5
人
兄
弟

の
末
っ
子
だ
と
い
う
。
17
歳

で
高
校
を
中
退
し
、
職
を

転
々
と
し
た
。

持
前
の
親
し
み
や
す
さ

で
、人
と
出
会
う
ご
と
に「
う

ち
に
来
な
い
か
」
と
誘
わ
れ

た
の
だ
。

塗
装
、
機
械
加
工
…
。
職

を
次
々
変
え
た
。
ど
れ
も
そ

れ
な
り
に
こ
な
せ
た
が
、
し

っ
く
り
こ
な
か
っ
た
。「
フ

ラ
フ
ラ
人
生
だ
っ
た
」
と
苦

笑
す
る
。

10
年
前
に
結
婚
し
た
。「
定

職
に
就
か
な
き
ゃ
」。
そ
れ

ま
で
に
知
り
合
っ
た
人
た
ち

を
思
い
出
す
と
、
溶
接
業
に

魅
力
を
感
じ
た
。
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職
%
転
&
結
婚
	�
定
職
%
"

「
面
白
そ
う
だ
」。
そ
う

思
っ
た
が
、「
こ
れ
ま
で
と

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
、
ま
ず
基
礎
を
学
ぼ

う
」。
37
歳
で
専
門
学
校
に

入
り
、
年
下
の
若
者
に
交
じ

っ
て
半
年
間
、
溶
接
の
イ
ロ

ハ
を
学
ん
だ
。

職
に
は
恵
ま
れ
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
溶
接
工
と
し
て
一
心

不
乱
に
働
い
た
。「
作
業
が

と
に
か
く
楽
し
い
。
天
職
を

見
つ
け
た
」
と
思
っ
た
。

経
営
陣
に
気
に
入
ら
れ
、

大
型
免
震
装
置
な
ど
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
の
下
請
仕
事
の
ほ
ぼ

専
従
者
に
な
り
、
仕
事
は
見

事
に
収
め
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
同
僚
と

の
間
で
は
逆
効
果
を
生
ん

だ
。「
中
辻
だ
け
可
愛
が
ら

れ
て
」。

社
内
で
浮
い
た
存
在
だ

と
、
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。「
で
も
、
溶
接
は
大

好
き
。
思
う
存
分
、
仕
事
が

し
た
い
」。
42
歳
で
独
立
し

た
。

大
'


仕
事
見
事
!
収
(
)
*

�
浮
�
)
存
在
"
42
歳
	
独
立

Ｄ
ａ
ｔ
ａ
Ｌ
ａ
ｂ
ｓ
（
デ

ー
タ
ラ
ボ
、
東
京
都
中
央

区
、
田
尻
大
介
社
長
）
は
4

月
25
日
、
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
が
実
施
し
た

「
現
場
ニ
ー
ズ
と
技
術
シ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
で
、
同

社
の
3
Ｄ
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
ａ
ｔ

ｓ
ｕ
ｌ
ｙ
」（
ハ
ツ
リ
ー
）

が
採
択
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。マ

ッ
チ
ン
グ
は
、
新
技
術

の
開
発
促
進
・
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
、
同
整
備
局
の

様
々
な
建
設
現
場
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
技
術
を
公
募

す
る
も
の
。

Ｈ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｌ
ｙ
は
、
橋

梁
な
ど
の
補
修
工
事
に
お
け

る
調
査
・
出
来
形
検
査
な
ど

で
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
取
得
し
た
3
次
元
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
ク
ラ
ッ
ク
延
長

や
は
つ
り
深
さ
、
補
修
面
積

な
ど
を
自
動
算
出
、
帳
票
・

図
面
を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム

と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

同
社
は
今
回
の
採
択
に
つ

い
て
、「
従
来
の
補
修
工
事

を
主
目
的
と
し
た
Ｈ
ａ
ｔ
ｓ

ｕ
ｌ
ｙ
の
枠
を
超
え
、
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
全
工

程
を
対
象
に
取
り
組
む
端

緒
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

維
持
管
理
の
サ
イ
ク
ル
全

体
を
3
Ｄ
ベ
ー
ス
に
統
合
・

効
率
化
す
る
こ
と
で
、
写
真

や
紙
に
よ
る
管
理
か
ら
脱

却
。
人
手
不
足
な
ど
の
課
題

解
決
に
貢
献
し
、
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｄ
Ｘ
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
確
立
を
目
指
す
と

い
う
。

現場ニーズと技術シーズのマッチング

ＤataＬabsのＨatsuly 採択

四国地整

し
か
し
、
仕
事
が
舞
い
込

む
は
ず
も
な
く
、
人
生
初
の

営
業
活
動
を
始
め
た
が
、
受

注
ノ
ウ
ハ
ウ
が
分
か
ら
な

い
。「
だ
か
ら
、
手
あ
た
り

次
第
の
電
話
を
始
め
た
」。

そ
の
数
、
1
年
に
1
0
0

件
ほ
ど
。
岐
阜
県
の
橋
梁
補

修
会
社
は
、
橋
脚
耐
震
用
の

鋼
板
溶
接
作
業
を
出
し
て
く

れ
た
。「
品
質
の
妥
協
は
一

切
無
し
」。
そ
う
し
た
仕
事

ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、
注
文
が

1
年
間
に
3
件
続
い
た
。

長
浜
に
自
社
工
場
を
持

つ
。
橋
梁
の
耐
震
補
強
用
の

部
材
を
受
注
し
た
こ
と
も
あ

る
。「
も
っ
と
技
術
力
を
向

上
さ
せ
、
ど
ん
な
仕
事
に
も

挑
戦
し
た
い
。
ぜ
ひ
、
ご
相

談
を
」。

い
つ
も
支
え
て
く
れ
る

妻
、
幼
子
2
人
の
寝
姿
が
力

に
な
る
。45
歳
。（
阿
部
清
司
）

�
+
,


仕
事
!
-
挑
戦
"

�
品
質


妥
協

一
切
無
.
"

（
前
号
か
ら
続
く
）

国
土
交
通
省
の
点
検
支
援

技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ
に
追
加

さ
れ
た
技
術
は
、次
の
通
り
。

（
①
技
術
名
②
開
発
者
名
③

橋
種
④
対
象
部
位
⑤
変
状
の

種
類
⑥
技
術
概
要
⑦
点
検
費

用
）【

画
像
計
測
】

①
た
お
れ
ん
棒
（
ロ
ッ
ド

カ
メ
ラ
）
を
用
い
た
点
検
支

援
技
術

②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
空
撮
技
研

③
鋼
橋
・
Ｃ
ｏ
橋

④
上
部
構
造
（
主
桁
、
横

桁
、縦
桁
、床
版
、対
傾
構
、

横
構
、
主
構
ト
ラ
ス
、
ア
ー

チ
、
ラ
ー
メ
ン
）
／
下
部
構

造
（
橋
脚
、
橋
台
）
／
支
承

部
（
支
承
本
体
、
ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト
、
落
橋
防
止
シ
ス
テ

ム
、
沓
座
モ
ル
タ
ル
、
台
座

コ
ン
ク
リ
ー
ト
）／
路
上（
高

欄
、
防
護
柵
、
地
覆
、
照
明

施
設
）
／
排
水
施
設
（
排
水

管
）
／
点
検
施
設
／
添
架
物

／
袖
擁
壁
／
溝
橋
（
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
頂
版
、
側

壁
・
底
版
・
隔
壁
、
翼
壁
）

／
Ｈ
形
鋼
桁
橋
（
上
部
構
造

（
主
桁
）、
床
版
、
支
承
部

（
支
承
本
体
））
／
Ｒ
Ｃ
床

版
橋
（
上
部
構
造
（
主
桁
）、

支
承
部
（
支
承
本
体
））

⑤
腐
食
／
亀
裂
／
ゆ
る
み

・
脱
落
／
破
断
／
防
食
機
能

の
劣
化
／
ひ
び
わ
れ
／
剥
離

・
鉄
筋
露
出
／
漏
水
・
遊
離

石
灰
／
抜
け
落
ち
／
床
版
ひ

び
わ
れ
／
う
き
／
遊
間
の
異

常
／
支
承
部
の
機
能
障
害
／

補
修
・
補
強
材
の
損
傷
／
定

着
部
の
異
常
／
変
色
・
劣
化

／
漏
水
・
滞
水
／
変
形
・
欠

損
⑥
最
長
11
・
5
ｍ
ま
で
伸

長
可
能
な
長
尺
ロ
ッ
ド
に
プ

ロ
ペ
ラ
推
力
式
パ
ワ
ー
ユ
ニ

ッ
ト
を
、
先
端
に
撮
影
用
カ

メ
ラ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
装
着
す
る
。
そ
れ
ら

を
有
線
・
無
線
接
続
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
で
操
作
し
、
部

位
・
部
材
を
安
定
し
た
姿
勢

で
撮
影
。
そ
の
画
像
か
ら
オ

ル
ソ
画
像
を
作
成
し
、
ひ
び

わ
れ
の
長
さ
や
幅
の
検
出
を

行
う
技
術
で
あ
る
。

⑦
橋
種
﹇
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
／
鋼
橋
﹈

橋
長
28
ｍ

全
幅
員
10
・
5
ｍ

部
位
・

部
材
﹇
桁
、
床
版
﹈

活
用

範
囲
2
9
4
㎡

検
出
項
目

ひ
び
わ
れ

〈
費
用
〉

合
計
8
万
8
千
円
（
経
費
含

ま
ず
）

（
次
号
に
続
く
）

点
検
支
援
技
術
性
能
/
�
0
1

追
加
2
$
)
技
術3
橋
梁
関
係
4

お
断
り
「
橋
を
架
け
る
」

休
み
ま
し
た
。

�橋梁通信社 第172号（毎月1日・15日）橋 梁 通 信2025年（令和７年）５月15日（木曜日）（７）


